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●株式会社童夢(本社:〒606京都市左京区岩倉西五田町29-2　TELO75-721-0800 FAX

o75-721-0895　Telex5423-407 DOME｣社長林ミノル)では､耐久レース用のレーシンク

ハイク童夢DCFI BLACK BUFFALOの開発を進めてまいりましたが､この度完成いたし

ましたので､ここに発表いたします｡

株式会社童夢と株式会社スーパーモンキー(〒578東大阪市玉串元町2丁目8番27号TELO7

29-64-3177　FAXO729-65-0026　社長辰巳市郎)では､童夢DCFI BLACK BUFFALOによ

り本年7月28日､鈴鹿サーキットで開催される'85鈴鹿8時間耐久オートハイレースに参加

すべく計画を進めてまいりましたが､この度計画の概要が決定いたしましたのでここに発

表いたします｡

●発表の概要
株式会社童夢では､かねてより設計担当の社員有志がレーシンクハイク開発を目的とした

同好会(名称DOMECLUB)を結成していましたが､昨年来より本格的なレーシングハイク

の開発を希望する声が高まっていましたo　そこで｢童夢｣としてこの計画に注目し模討しま

した結果､充分な性能を有するレーシングハイクの開発が可能であるとの確信を持ち､き

っそく実現に向け具体的な活動を開始しましたoDOMECLUBと協議の結果､設計はDOME

CLUBのメンハーが就業時間外のプライへ一卜な時間を利用して行ない､製作･テスト･レー

ス参加は会社が業務として必要な工具や費用を負担する事になりました｡また実際のレー

ス活動については童夢レ-シンクチームのメンJi-は､同日富士スピードウェイで開催さ

れる宮士500マイルレース出場の為に参加が不可能であり､パイクレース経験も無い為に等

間のチームに委託する事にしましたo

童夢がハイクレースに参戦する目的は大別して次の2点に集約されます｡第1にレーシン

グハイク開発を通じ､設計担当者がその設計から製作工程､レース活動までを身近かに体

験する事により､よりフレキシブルな思考とクリエイティブな感覚を持つ開発技術者とな

り得る可能性があるからです｡第2に近い将来開発するであろうレーシンクカーのCFRP

モノコックシャーシの先行実験がレ-シンクカ-に比較して小規模に行なえる事です｡そ

の為に今回はCFRPセミモノコックフレームの開発に全力を注ぎ､サスペンション関係につ

いてはほぼ通常のレイアウトを採用していますoエンジン関係に関しては幸いにも株式会

社ホンダレーシング(HRC)よりレース用エンジンの貸与を受ける事が出来､より戦闘力の

高いレーシングバイクとして性能を発揮するものと期待していますo　また､鈴鹿8時間耐

久レースに関しては㈱スーパーモンキ-と協議の結果､ TEAM童夢wrth Super Monkeyとし

て協力体制でレースに望むことになりましたが実際のレース活動は一任することになりま

す｡

●株式会社童夢
株式会社童夢は1975年10月､現在代表取締役社長である林ミノルを中心に自動車のデザイ
ン､開発を目的に活動を開始しました0 1978年､最初の作品である童夢一零をジュネーブ

ショーで発表して以来､ 1979年よりル･マン24時間レース用のレーシングカーや､国内耐

久レース用レーシンクカーの開発を初め､ショーモテルやプロトタイプ等の広範囲な自動

車のデザイン､･設計･製作を行っていますo　自動車メーカーからの受託業務が主である為

に､その業績が明らかになる事はありませんが､レースの世界では､トヨタエンジンを使

用するクループCカーの開発を担当し､その実力を発揮していますo
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DOME CLUBは童夢の企業からの受託設計を担当する第2設計部のスタッフを中心に結成

された､レーシンクバイクの開発を目的とする社員の同好会です｡第2設計部主担当員典

明栄をキャプテンとして約12名が集まり毎日､夜ともなれはレーシンクバイクの開発に没

頭していますo技術顧問として林社長がテサイン面を､森田専務が空力及びCFRP技術を

サポートしていますo



●株式会社スーパーモンキー

株式会社ス-パーモンキ-は1975年8月､壌代表取締役辰己市郎を中心に小型レーシング
バイクとパーツ等の開発及び販売を目的に設立｡翌1976年には小型レ-シンクバイクの需

要が増大し､ブ-ムと成る半面､マナーの低下等反社会現象が著しく､これらの問題を少

しでも緩和し指導できればと､同年ライダーの育成及びマナ-の向上を目的としミチーム･

スーパーモンキー苛　を結成｡レースエントリーはもちろんレースの主催､マシンの開発を

現取締役開発部長･光島稔を中心に開始する｡ 1977年､チーム･スーパーモンキ-の若手

ライダー2名が岡山県中山サーキット､三重県見当山サーキットでの年間チャンピオンを

獲得o翌1978年､鈴鹿サーキットにて初の小型2輪レースを2度主催､両レースにチーム･

スーパーモンキーは新たなチャレンジとして､アルミモノコックフレームを導入し両レー

スに圧勝を納めたo同年､宮士スピードウェイで開催された最高速チャレンジにおいても､

小型2輪部門で国内最高記鋸を樹立､この部門での不動の地位を確保a 1979年､ F'-Iクラ

ス(国内最高排気量)に参戦決定､同年7月､世界選手権鈴鹿8時間耐久オートバイレース

に福井正･伊藤巧選手のライテインクで16位､ 1980年には2年目にして11位入賞､続く19

81年6位､ 1982年r7位とコンスタントに上位入賞を果たし､全てのレースを完走C(完走率

loo雅)スーパーモンキーのレヘルの高さを証明する結果となり､1983･4年には､HONDAIRS

500で500ccクラスに長谷川嘉久選手を起用して参戦するなど､チーム･ス-パーモンキー

はプライへートチームとして､その実力を証明して参りました｡また､今回の株式会社童

夢との協力体制による､ブラックバッファローでの世界選手権鈴鹿8時間耐久オートバイ
レース参戦は､チーム･スーパーモンキーの新たな実証の場としてフアンの皆様に御期待

頂けるように大暴れして見せます｡

●TEAM童夢with Super Monkey

童夢とスーパーモンキーは今回の鈴鹿8時間耐久オートバイレースを最初の試みとして協

力体制でレースに望みます｡業務分担はちょうど童夢とTOM'Sのように設計･製作までを

童夢が受け持ち､スーパーモンキーはメンテナンス及びレース活動を受け持ちます｡なお､

ライダーの選択､手配は童夢が行なっています｡

●出場ライダー
MATTOXLEY　英国出身　26才

職　　業　　　英国モーターサイクリストニュースのジャーナリスト

(MOTOR CYCLIST NEWS)

レース歴　　　テヒューは1980年

戦　　績　　　1982年に英国クラブマンレースで3つのチャンピオンを獲得

1983年､英EE]プロ､アマカップでへストアマチュアライダー受賞

ボルドー24時間レースで5位入賞

1984年､ル･マン24時間レースで2位入賞

スパ24時間レースで2位入Y

マン島TTレース250C.Gプロダクションで3位入賞

世界耐久選手権シリ-ズ6位雅得
1985年､オーストラリア　アライ500スーパーバイクレース1位獲得

ル･マン24時間レースで4位入賞

マン島TTレース250Cふプロダクションで優勝

VESA KULTALAHTl　スウェーテン出身　30才

職　　業　　　プロフェッショナルライダー

レース歴　　　スウェーデンのスーパ-バイクレースで4回チャンピオンシソプを獲得

戦　　績　　　1982年､ル･マン24時間レ-スで5位入Y

1983年､ボルド124時間レースで5位入升

1984年､ル･マン24時間レースで2位入升

1985年､ル･マン24時間レ-スで4位入Y

過去4年間でのクラッシュによるリタイヤは1度のみ0



●童夢DCFI BLACK BUFFALO

墓参DCFI BLACK BUFFALOは童夢が独自に開発するレーシンハイクとなります｡矧こ今

回はCFRPセミモノコックフレームと冷却関係を主題としたフルカハートカウリンクの空

力面での研究開発をメインテーマとしました｡

CFRP(Carbon Flber Relnforce PhstIC)のフレ-ムは設計及び製作に高度な技術と設備が要求

されますが､アルミ榔こ比べ､より軽i化､高剛性化が狙えますo特に今回開発したフレ
ームはフィラメントワインディングされたヘットパイプとプリプレクC Fクロスを部所に

より10-20PLJした内外板に､ノーメソクスハ二カムコアとC Fハニカムパネルを組合せ

接着したものを､全て入念な手作業とオートクレーブによる高い精度の温度管理によって

組立てられていますD　また､機械的結合部には､アルミカラ-を特殊な方法でインサ-ト

し､部分的強度を得ています｡

フレームの基本設計にあたっては､同級車のアルミ製フレームより同量iでも約30%高い

剛性を目標に諸元を定め､航空機の複合材設計技術を大巾に取り入れると亮に､製作段階

では㈱日機装の協力を得て極めて高精度､高品質の製品が完成しました｡同様にスイング

ア-ムもアルミ製の芯材をCFRPで補強したものを製作､シ-トフレ-ム､カウリング等に

もCFRPを使用しています｡

カウリンクはエンジン､キャブレター､オイルクーラーそれぞれの冷却用流路を完全に独

立させた構造を持つフルカバートスタイルを採用していますo特にオイルクーラーに関し

てはラムエアインテークをカウル前端にもうけ､理想的なダクト断面形状を持つ流路を確

保しています｡また､カウI)ングは車体のセンターラインを境に左右に分割する2ピース

構造とし､メンテナンス性の向上をも計っています｡

全体のスタイルも､ドラッグエリアの減少と､ライダーの激しい姿勢変化に対してもでき

るだけ安定した流れ状態を保つようなカーフで構成されていますQ



●童夢DCFI BLACK BUFFALO主要諸元

車名･型式　　　　童夢DCFI BLACK BUFFAL0

寸　法

燃料装置

動力伝達装置

タイヤ

ブレーキ

腰架方式

蕃電池

フレーム形式

全　長　　　　　　　　　　2,002mm

全　幅　　　　　　　　　　500mm(ハンドルのぞく)ステップ530mm

全　高　　　　　　　　　1,300mm(カウルスクリーン上端)

軸　距　　　　　　　　　1,357mm

最低地上高　　　　　　　　1 10mm

キャスター　　　　　　　　　　24030′

トレール　　　　　　　　　　　　96mm

空車重i　　　　　　　　　　1 49k9

フレーム重量　　　　　　　　6.5k9

最高速　　　　　　　　　　　270km /h

燃料消費率　　　　　　　　　7krn/A(ススカサーキント)

最大傾斜角　　　　　　　　　51o　(全屈時)

60o30′ (空車時)

型式名　　　　　　　　　CBX750RK

種　類　　　　　　　　　空冷4ストローク

シリンダ配置･敷　　　　直列4気筒

シリンダ内径×行程　　　67×53mm

総行程容積　　　　　　　　747. 4cc.

最大出力　　　　　　　112.5ps/ll.000rpm

最大トルク　　　　　　　　7.6k9-∩/9,500r.p m.

燃料タンク容料　　　　　24B

燃料供給方式　　　　　　自由落下式

クラソチ変速比　　　　　湿式多板　1速　　2.235(38/17)

2速　1 , 750 (35/20)

3速　　1. 435 (33/23)

4速　　1.240(31/25)

5速　1 , 115(29/26)

6速　1 , 074 (29/27)

前後前後前後 3.25/4.25-18

3.85/6.50-18

油圧式ダブルディスク

油圧式ディスク

テレスコピック

リーディングアーム+バリアブルリンク

12V 7A

C.F.R.P+アラミドハ二カム剣セミモノコック


